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周知のとおり, 新しい教科・生活科は, 平成4 年4 月から, 全面実

施となりました。そして, その年の12月に, 日本生活科教育学会が発

足いたしました。

この日本生活科教育学会は, 「生活科教育にかかわる研究の発展と

普及を図り, 相互の連絡と協力を促進すること」(第2 条) と,「生活

科の実践に寄与し得る研究を推進すること」(第3 条) を任務としています。 とりわけ,

「生活科の実践に寄与し得る研究」を行うとしたところに, 本学会の特色があるといえま

しょう。

本誌は, その日本生活科教育学会の機関誌です。従前の学会誌のイメージとは, 大きく

異なるところがあります。

まず, その一つは, 表紙に明らかです。「せいかつか」というようなかな文字の学会誌

を, これまでに知りませんO そして, 子どもたちの生き生きとした写真も, これまでの学

会誌では, 想像もできなかったことです。

本学会誌の特色は, 何といってもその内容にあります。それは, 生活科研究の多くが,

実践の次元で, 子どもの具体的な姿で検討されていることです。まず, 子どもありき, 授

業ありき, 地域ありきです。それは,「生活科の実践に寄与し得る研究」 が求められてい

るからです。

これまでの教育学研究が, ややもすれば, 横文字をたて文字に直したものであったり,

また, 理論から実践へという方向での研究室教育学が中心であったことを考えるとき, 本

誌の特色と意義を改めて確認しなければなりません。それは, 本誌が教育研究の革新にチャ

レンジしているということですO

現場教師, 行政関係者, 学者・研究者, マスコミ関係者など, 多様な日本生活科教育学

会の会員の皆さんが, 子どもと教育の事実に基づく新しい教育研究を展開していただくこ

とを願っています。

日本生活科教育学会
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